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第4章 重視すべき視点

　「緑に関する動向」や「本市における緑の現状と課題」等を踏まえ、「基本理念」の実
現に向けて重視すべき視点を次の5つに整理しました。

　近年、大都市の都心部等では、魅力的な緑地空間が持つ集客効果が広く民間事
業者等に浸透してきたことなどを背景に、にぎわいの拠点となる広場空間など良
好な緑とオープンスペースの創出が進んでいます。
　一方、本市では、中央公園、平和大通りなどの都心における公共空間の再整備
や、紙屋町・八丁堀地区の「都市再生緊急整備地域」指定などを契機として、再
開発や建物の建替えが進みつつあります。
　そのため、こうした動きを好機と捉え、都心のリニューアルに合わせた都市の
魅力向上につながる緑とオープンスペースの創出に取り組む必要があります。

　本市の公共施設は、高度経済成長期に整備されたものが多く、施設の老朽化や
機能の陳腐化が進みつつあり、老朽化した公園施設については、計画的な更新な
ど適切な維持管理により利用者の安全を確保する必要があります。
　また、比治山公園や旧広島市民球場跡地における「公募設置管理制度（Park-
PFI）」の活用、民間事業者等による河岸緑地のにぎわいづくりなど、行政、市民、
民間事業者等の効果的な連携により、ストックの有効活用を進める必要がありま
す。

「都市の魅力を高めるみどり」をつくる視点１

「みどりのストック」を生かす視点２
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　平成26年度に安佐南区及び安佐北区で発生した豪雨災害や平成30年度に発生
した西日本豪雨災害をはじめ、近年の地球温暖化に伴って全国各地で豪雨災害が
多発するなど、異常気象の常態化が進みつつあります。
　そのため、自然災害の発生要因となる地球温暖化防止に向けた山林などの保全、
グリーンインフラの考え方を取り入れた緑が持つ機能を活用した施設や、防災に
配慮した公園施設の整備など、災害に強いまちづくりを進める必要があります。
　また、都市のブランドとなる緑の存在による美しく風格ある都市の実現に向け、
市街地を取り囲む山々の豊かな緑と、都心の緑や建築物と調和のとれた、広島な
らではの美しい都市景観の形成を進める必要があります。

　公園などの緑とオープンスペースは、従来から地域におけるレクリエーション、
景観形成、環境保全、防災などの機能を担ってきましたが、これらに加え近年で
は、地域におけるコミュニティ形成や地域活性化、観光振興、環境教育などさま
ざまな役割が期待されるようになってきています。
　一方、公園の維持管理等に大きな役割を果たしてきた町内会や自治会などの地
域団体は、近年、加入率の低下や活動の参加者の高齢化などが課題となっており、
身近な公園等における持続可能な「みどりづくり」に向けて、中心的な役割を果
たす人材の育成や多様な主体が参画しやすい仕組みをつくる必要があります。

　本市は、経済面や生活面で深く結び付いている、広島市の都心部からおおむね
60kmの圏内にある24市町と「広島広域都市圏」を構成しています。この圏域
内のヒト・モノ・カネ・情報が、圏域内で「循環」するとともに、圏域外からの
ヒト・モノ・カネ・情報を呼び込み、さらにそれらが圏域内で「循環」すること
を基調とする「ローカル経済圏」の構築は、圏域内の地域資源や地域産業が付加
価値を生み続ける、経済活力とにぎわいに満ちた圏域の実現につながります。
　こうした「ローカル経済圏」の構築を「みどり」の分野で実現するため、令和
2年に県内一円で開催した「第３７回全国都市緑化ひろしまフェア」の開催をきっ
かけとして、県や他の市町、花きの生産・流通、観光等の関係者と共同で、圏域
内の回遊と交流を生み出す広域都市圏の活性化の視点に立った「みどりづくり」
の取組を進める必要があります。

「多様なみどりの機能」を生かす視点３

持続可能な「みどりづくり」に向けた人材と仕組みをつくる視点４

「『みどりづくり』のローカル経済圏」をつくる視点５
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